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辺哲郎，柴原直利，嶋田 豊，田中三千雄:胃凄

内部パンパーの接触面に発生した過形成性ポリー

プの一例，第 2報.第84回日本消化器内視鏡学会

北陸地方会， 2004， 11，金沢.

⑥その他

1) 柴原直利:漢方医学における男女差.フォーラ

ム富山「創薬」第12回研究会， 2004， 2，富山.

2) 柴原直利:症例検討・漢方医学教育の実際.漢

方医学カンファレンス2003(m)， 2004， 2，東京.

3) 柴原直利:症例検討・漢方医学教育の実際.漢

方医学カンファレンス2003(N)，2004， 3，東京.

4) 柴原直利:下肢冷感に対する漢方治療・パネル

デイスカッション.第 1回血栓血管勉強会， 2004， 

3，富山.

5) 柴原直利:症例検討.富山漢方カンファレンス，

2004， 5，富山.

6) 柴原直利:生活習慣病と漢方の力.県民カレツ

ジ人間探究講座/生活・健康コース 元気の秘

訣一伝統医学に学べ一， 2004， 6，富山.

7) 柴原直利:漢方概論(陰陽・虚実)・補剤によ

る漢方治療・漢方診察方法・漢方医学教育の実際

と漢方医学のエビデンス.大学勤務医のための漢

方医学セミナー IN近畿， 2004， 7，大阪.

8) 酒井伸也:虚弱高齢者を対象とした補剤の有効

性の検討.第11回東洋医学会北陸支部夏季講演会，

2004， 7，福井

9) 柴原直利:気 -漢方医学における気の概念と

気功について-富山県柔道整復師会総会 2004，7， 

大阪.

10)柴原直利:富山医科薬科大学における漢方教育

の現状.第3回米子洋漢治療懇話会， 2004， 7，米

子.

11)柴原直利:柴胡剤と漢方・療血と漢方・腹診の

実技.米子漢方ステップアップセミナー 2004，7， 

米子.

12)柴原直利:漢方概論(陰陽・虚実)・補剤によ

る漢方治療・漢方診察方法漢方医学教育の実際と

漢方医学のエピデンス.大学勤務医のための漢方

医学セミナー， 2004， 8，岡山.

13)後藤博三:漢方概論(気血水)・呼吸器疾患に

対する漢方治療.大学勤務医のための漢方医学セ

ミナー， 2004， 8，岡山.

14)柴原直利:漢方臨床基礎講座 漢方の診断.第

9回和漢薬研究所夏期セミナー， 2004， 8，富山.

15)酒井伸也:漢方臨床基礎講座 漢方薬の有効性

評価の新しい試み.第 9田和漢薬研究所夏期セミ

ナー， 2004， 8，富山.

16)後藤博三:実証編H 和漢薬の有効性を考える

駆療血薬の臨床.第 9回和漢薬研究所夏期セミ

ナー， 2004， 8，富山.

17)柴原直利，後藤博三，酒井伸也:実習 気血水

診断法.第9回和漢薬研究所夏期セミナー， 2004， 

8，富山.

18)後藤博三:消化器疾患.福井県東洋医学臨床講

座， 2004， 8，福井.

19)柴原直利:漢方診療の理論(陰陽・虚実)・疾

患別漢方処方解説(補剤による漢方治療)・漢方

診察方法.大学勤務医のための漢方医学セミナペ

2004， 9，越後湯沢.

20)酒井伸也:漢方診療の理論(気血水)・疾患別

漢方処方解説(利水剤)・漢方診察方法.大学勤

務医のための漢方医学セミナー， 2004， 9，越後湯

沢.

21)酒井伸也:免疫と和漢薬.平成16年度富山医科

薬科大学公開講座， 2004， 9，富山.

22)後藤博三:呼吸器疾患.福井県東洋医学臨床講

座， 2004， 10，福井.

23)柴原直利:癖痛に対する漢方治療・症例検討.

漢方医学セミナー IN神戸， 2004， 11，神戸.

24)後藤博三:漢方薬選択の要点・症例検討.漢方

医学セミナー IN神戸， 2004， 11，神戸.

25)酒井伸也:漢方診療の実際一気血水の概念から一.

富山大学サテライト公開講座， 2004， 12，富山.

26)柴原直利:富山県で栽培可能な生薬に関する総

合的研究.和漢薬・バイオテクノロジー研究成果

発表会， 2004， 12，富山.

26)柴原直利，小松かつ子，嶋田 豊，後藤博三，

東田千尋:平成15年度受託研究「富山県で栽培可

能な生薬に関する総合的研究」ーまとめ一.平成

15年度受託研究和漢薬・バイオテクノロジー研

究研究成果報告書， 29-31， 2004. 
27)柴原直利:富山県産持薬の臨床効果に関する研

究.平成15年度受託研究「富山県で栽培可能な生

薬に関する総合的研究J.平成15年度受託研究和

漢薬・バイオテクノロジー研究研究成果報告書，

32-36. 2004. 
28)後藤博三:持薬の血管作動性と病態モデル動物

に対する効果に関する検討.平成15年度受託研究

「富山県で栽培可能な生薬に関する総合的研究」



平成15年度受託研究和漢薬・バイオテクノロジー

研究研究成果報告書， 49-54， 2004. 

29)柴原直利，矢野耕也，関矢信康，嶋田 豊，寺

j畢捷年，矢野宏:2004年度財団法人精密測定技

術振興財団品質工学賞銀賞.

和漢薬製剤開発部門(寄付部門)

Kampo pharmaceutics 

教授総

助手何

⑮ 研究概要

忠人 Tadato Tani 

菊秀 JuXiuHe 

当研究部門は2004年7月1日に富山県および富山

県薬業連合会などからの寄付部門として新設された.

和漢薬資源とその製剤を開発する基礎研究 (Kampo-

pharmaceutics) と漢方医療情報研究 (Kampo-

informatics)を通して地域連携研究と県民の健

康福祉に寄与する.

⑮著書

1) 鎗忠人:漢方薬総論:薬局・薬庖における漢

方製剤の使い方.rOTCハンドブック」堀美智子

(監修)， 1035-1039，学術情報流通センター，東京，

2004. 

2) 幾忠人(著): r漢方処方ガイドJ，(株)マデイ

ソン，東京， 2004. 

⑥原著

1) 府和隆子，片貝真寿美，小曽戸洋，鎗忠人:

『内外傷弁惑論Jにおける内傷治療の用薬規範.

和漢医薬学雑誌， 21:100-106， 2004. 

2) Majima T.， Yamada T.， Tega E.， Sakurai 

H.. Saiki 1.. and Tani T.: Pharmaceutical 

evaluation of liquorice before and after 

roasting. J. Pharm. Pharmacol.， 56:589-595， 

2004. 

3) Baba T.， Nishino T.， and Tani T.: Citri 

Unshiu Pericarpium prolongs mean residence 

time of guaiacol after oral administration 

of wood creosote pill to rats. J. Trad. Med.， 

21: 137 -142， 2004. 

4) 後藤博三，嶋田豊，絡忠人，関矢信康，引

網宏彰，酒井伸也，柴原直利，寺津捷年:富山オ

リジナルブランド配置薬の生活習慣病モデル動物に

対する効果.和漢医薬学雑誌， 21: 199-204， 2004. 

5) Chung H.-J.， Maruyama 1.， and Tani T.: 

Inhibition of vascular smooth muscle cell 

migration by serum from rats treated orally 

with Saiko-ka-Ryukotsu-Borei・.To，a tradition-

al Chinese formulatioh. J. Pharm. Pharmacol. 

56:1323-1326， 2004. 

6) Y okota Y.. Suzuki H.. and Tani T.: Dis-

crimination of genuine and alternative bear 

bile preparations by principal component 




